
会
・
☎
５
７
５
ー
０
０
１
５
）
へ

第
９
回
「
重
忠
ま
つ
り
」

　

鎌
倉
時
代
の
関
東
武
士
を
代
表
す

る
武
将
「
畠
山
重
忠
公
」
の
面
影
を

し
の
び
、春
の
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

重
忠
公
史
跡
公
園

内
容　

郷
土
芸
能
（
重
忠
太
鼓
、
重

忠
節
踊
り
、
大
正
琴
）、
チ
ン
ド

ン
ま
つ
り
、
重
忠
石
投
げ
大
会
、

イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム
（
就
学
前
の
子

ど
も
対
象
）、子
ど
も
綱
引
き
大
会

（
参
加
受
け
付
け
チ
ー
ム
の
み
）、

川
本
よ
さ
こ
い
踊
り
、
無
料
コ
ー

ナ
ー
（
甘
酒
・
重
忠
汁
・
ト
ッ
カ

ン
菓
子
）
な
ど

主
催
と
問
い
合
わ
せ　

重
忠
ま
つ
り

実
行
委
員
会（
川
本
産
業
振
興
課
・

☎
５
８
３
ー
２
５
３
８
）
へ　

市
民
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の

廃
車
手
続
き
は
も
う
お
済
み
で
す
か

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
を
買

い
替
え
る
、
他
人
に
譲
る
、
ま
た
使

用
し
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、
速

や
か
に
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

市
民
農
園
利
用
希
望
者
を
募
集

　

市
内
に
あ
る
市
民
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
農
園
お
よ
び
区
画
数　

沼
尻
…

10
区
画
、
曲
田
…
10
区
画
、
人
見

…
３
区
画
、
明
戸
農
村
公
園
…
16

区
画
、川
本
体
験
農
園
…
４
区
画
、

花
園
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
…
27
区

画
（
１
区
画
30
〜
１
０
０
㎡
）

対
象
者　

市
内
在
住
の
か
た
（
花
園

ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
は
市
内
外
を

問
い
ま
せ
ん
）

利
用
期
間
お
よ
び
料
金　

単
年
度
契

約
で
使
用
料
は
無
料
（
花
園
ふ

れ
あ
い
市
民
農
園
は
年
間
１
２
，

０
０
０
円
）

募
集
締
め
切
り　

３
月
20
日
㈫

※
全
農
園
と
も
貸
し
農
機
具
は
無

料
。
な
お
、
花
園
ふ
れ
あ
い
市

民
農
園
に
は
管
理
棟
（
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
、
休
憩
室
な
ど
）
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
指
導
員
に
よ
る
農

作
業
指
導
も
受
け
ら
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

農
業
振

興
課
（
☎
５
７
４
ー
６
６
４
８
）

へ
。
花
園
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園

の
み
、
花
園
産
業
振
興
課
（
☎

５
８
４
ー
１
１
２
５
）
へ

市
民
公
開
講
座 ―

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン―

〝
ど
う
す
る
、こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
〞

　

市
で
は
、
近
年
急
速
に
社
会
問

題
化
し
つ
つ
あ
る
地
域
医
療
に
つ
い

て
、
日
本
医
師
会
会
長
を
迎
え
、
行

政
、
医
師
会
、
大
学
病
院
の
先
生
が

た
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
る

会
を
開
催
し
ま
す
。

パネルディスカッション参加者

パネリスト 役　　職　　名

唐
から

澤
さわ

祥
よし

人
ひと

日本医師会長

新
あら

井
い

家
いえ

光
みつ

深谷市長

邉
へん

見
み

公
きみ

雄
お 中央社会保険医療協議会委

員　赤穂市民病院長

一
いち

瀬
のせ

正
まさ

治
はる 千葉大学大学院医学研究院

教授

清
し

水
みず

　巖
いわお

深谷市・大里郡医師会長

司会：諏
す

訪
わ

敏
とし

一
かず

（深谷赤十字病院院長）

と
き　

４
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ　
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷

入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

整
理
券
の
配
布　

３
月
１
日
㈭
か
ら

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
深
谷
赤

十
字
病
院
、
市
役
所
１
階
総
合
案

内
、
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
、

各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
駅
行
政

コ
ー
ナ
ー
で
配
布
し
ま
す

※
整
理
券
を
入
手
で
き
な
い
場
合
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
ー
１
１
０
１
、

５
７
４
ー
６
６
６
８
）
へ

パ
ソ
コ
ン
教
室

講座名 内  容 と  き 対  象

パソコン入門
コ ン ピ ュ ー
ターの起動、
日本語の入力

 ４月 11日㈬
    12 日㈭

午前９時
～正午

わくわく入力

カードなどの
作品を楽しん
で作りながら
日本語入力を
マスターする

 ４月 18日㈬
       25 日㈬

パ ソ コ ン
入門受講済
み、または
同レベルの
かた

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対

象
要
件
を
満
た
す
か
た

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

定
員　

各
講
座
先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

３
月
23

日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参

加
料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

渋
沢
栄
一
翁
に
触
れ
る
講
演
会

　

渋
沢
栄
一
記
念
館
と
竜
門
社
深
谷

支
部
で
は
、
東
京
渋
沢
史
料
館
長
の

井い
の

上う
え

潤じ
ゅ
ん

氏
を
迎
え
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

３
月
11
日
㈰
午
後
１
時
30
分

受
け
付
け
、
１
時
50
分
講
演
開
始

と
こ
ろ　

渋
沢
栄
一
記
念
館

演
題　
『
現
代
に
生
き
る
渋
沢
栄
一
』

入
場
料　

無
料

※
希
望
者
に
は
、
過
年
度
実
施
の
講

演
録
を
差
し
上
げ
ま
す

問
い
合
わ
せ　

渋
沢
栄
一
記
念
館

（
☎
５
８
７
ー
１
１
０
０
）
へ

企
画
展
「
縄
文
時
代
の
ふ
か
や
」

深
谷
市
で
発
見

さ
れ
た
、
今
か
ら

約
五
千
年
前
の
縄

文
時
代
の
出
土
品

（
土
器
・
石
器
）
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

３
月
６
日
㈫
〜
15
日
㈭
（
期

間
中
無
休
）

と
こ
ろ　

川
本
出
土
文
化
財
管
理
セ

ン
タ
ー　

展
示
室

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

・
縄
文
土
鈴
作
り

　

３
月
10
日
㈯
午
前
11
時
〜
正
午　

・
矢
じ
り
（
弓
矢
）
作
り

　

３
月
11
日
㈰
午
前
11
時
〜
（
小
学

校
５
年
生
以
上
対
象
）

※
川
本
公
民
館
ま
つ
り
に
併
せ
て
開

催
。
ど
ち
ら
も
先
着
10
人
、
参
加

無
料

問
い
合
わ
せ　

川
本
出
土
文
化
財

管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
８
３
ー

６
０
１
９
）
へ

子
ど
も
の
心
の
問
題
を
考
え
る

保
護
者
の
つ
ど
い

と
き　

３
月
20
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

教
育
庁
舎
３
階
第
1
会
議
室

対
象　

お
子
さ
ん
の
心
の
悩
み
や
生

活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
配
や
不
安
を
お
持
ち
の
保

護
者

内
容　

埼
玉
医
大
臨
床
心
理
士
・
庄
し
ょ
う

野の

信の
ぶ

幸ゆ
き

先
生
の
講
話
と
教
育
相
談

主
催　

市
教
育
委
員
会

申
し
込
み　

在
籍
し
て
い
る
学
校
へ

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所
（
☎

５
７
２
ー
９
４
５
６
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

３
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
立
図
書
館

（
☎
５
７
１
ー
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

３
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
ー
５
９
６
８
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

３
月
４
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
子
ど
も
映
画
会

と
き  

３
月
11
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　

さ
る
と
か
に
・
田
舎
ネ
ズ
ミ

と
都
会
の
ネ
ズ
ミ

■
第
３
回
花
園
こ
ど
も
情
報
交
流
図

書
館
ま
つ
り

と
き　

３
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

内
容　
演
劇「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」、

お
は
な
し
会
、
木
工
教
室
、
交
通
安

全
教
室
、
各
種
発
表
・
展
示
な
ど

協
力　

県
寄
居
林
業
事
務
所

※
詳
細
は
各
図
書
館
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
配
布
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
ー
１
３
３
３
）
へ

郵
送
貸
出
サ
ー
ビ
ス

　

障
害
な
ど
を
お
持
ち
で
図
書
館
に

来
ら
れ
な
い
か
た
の
た
め
に
、
郵
送

に
よ
る
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
利
用
に
は
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

市
内
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
３
月
〕＝
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・

22
日
㈭
・
26
日
㈪
・
31
日
㈯

〔
４
月
〕＝
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日

㈪
・
23
日
㈪

春
の
特
別
整
理
休
館
（
４
館
共
通
）

　

３
月
14
日
㈬
〜
18
日
㈰

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya

.sa
ita
m
a
.jp
/

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

「
春
の
星
座
を
見
る
」

と
き　

３
月
17
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
３
月
24

日
㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

受
け
付
け　

当
日
も
く
せ
い
館
で
受

け
付
け
ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な

り
ま
す
の
で
小
・
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

※
室
内
は
冷
え
込
み
ま
す
の
で
、
寒

さ
へ
の
備
え
（
特
に
足
元
）
を
お

願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

も
く
せ
い
館
（
☎

５
８
３
ー
７
７
３
３
）
へ

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞
会

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
と
し
て
、
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑

賞
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰　

①
午

前
10
時
30
分　

②
午
後
１
時
30
分　

③
午
後
４
時
30
分（
③
は
24
日
の
み
）

と
こ
ろ　

深
谷
シ
ネ
マ

上
映
作
品　
『
ラ
イ
ア
ン
を
探
せ
！
』

（
日
本
語
吹
き
替
え
版
）

対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
、

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た
と
そ
の
保
護
者

定
員　

先
着
２
５
０
人
（
各
上
映
時

間
そ
れ
ぞ
れ
50
人
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

３
月
９

日
㈮
か
ら
電
話
で
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
５
７
３
ー
６
５
６
３
）

へ
。
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
配
付
し
ま

す
の
で
、
証
明
書
類
（
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
・
障
害

者
手
帳
な
ど
）
を
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
岡
部
支
所
、
川
本
支
所
、

花
園
支
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

〜
山
の
家
情
報
〜

　
『
春
の
山
菜
を
楽
し
も
う
』

野
山
を
歩
き
、
自
然
と
触
れ
合
い
な

が
ら
、
山
菜
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

山
菜
摘
み
の
後
は
「
源
泉
か
け
流
し
温

泉
」
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
夕
食
は
山
菜

料
理
で
舌
鼓
。
さ
ら
に
お
土
産
に
も
山

菜
（
大
人
の
み
）
を
用
意
し
ま
す
。

と
き　

第
１
回
＝
４
月
14
日
㈯
〜
15

日
㈰
、
第
２
回
＝
４
月
21
日
㈯
〜

22
日
㈰
、
第
３
回
＝
４
月
28
日
㈯

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
別
冊

の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

〜
29
日
㈷

募
集
人
員　

毎
回
30
人
程
度
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

大
人
＝
６
，
０
０
０
円
、

小
学
生
＝
４
，
０
０
０
円
、
未
就

学
児
は
無
料
・
食
事
無
し
（
別
料

金
で
お
子
様
ラ
ン
チ
あ
り
）　

集
合
場
所　

午
後
１
時
ま
で
に
山
の

家
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。
現
地
集
合
・
現

地
解
散
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

申
込
人

数
（
１
人
以
上
６
人
以
内
。
１
人

の
場
合
は
相
部
屋
の
可
能
性
あ
り
）

を
確
認
の
上
、
３
月
15
日
㈭
〜
22

日
㈭
ま
で
に
く
ら
し
い
き
い
き
課

（
☎
５
７
４
ー
６
６
３
３
）
へ

第
13
回
深
谷
桜
ま
つ
り

　

市
内
の
桜
名
所「
唐
沢
川
の
桜
堤
」

を
中
心
と
し
て
「
第
13
回
深
谷
桜
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
懐
か
し
の

「
引
札
展
」
や
最
終
日
に
行
う
「
煮

ぼ
う
と
う
対
決
」
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
で
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

３
月
17
日
㈯
〜
４
月
１
日
㈰

※
「
引
札
展
」
は
３
月
24
日
㈯
〜

と
こ
ろ　

下
台
池
公
園
お
よ
び
深
谷

駅
周
辺

問
い
合
わ
せ　

深
谷
桜
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
深
谷
市
観
光
協
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に
引
退
し
た
後
か
ら
年
金
を
受
給

す
る
こ
と
を
望
む
か
た
が
増
え
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
行
の
65
歳
か
ら
一
律
に
支

給
さ
れ
る
老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い

て
、
支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
下
げ

て
受
給
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る

○
70
歳
以
上
の
被
用
者
の

老
齢
厚
生
年
金
の
給
付
調
整

・
現
在
は
年
金
額
の
調
整
の
仕
組
み
は

な
い
が
、
施
行
日
以
降
、
65
歳
か
ら

69
歳
と
同
じ
在
職
老
齢
年
金
制
度

を
適
用
す
る
（
た
だ
し
、
厚
生
年
金

保
険
の
保
険
料
負
担
は
な
し
）

〜
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

在
職
老
齢
年
金
に
つ
い
て
〜

・
基
礎
年
金
は
全
額
支
給

・
賃
金
（
賞
与
込
み
の
月
収
）
と
厚

生
年
金
（
報
酬
比
例
部
分
）
の
合

計
額
が
48
万
円
を
上
回
る
場
合
に

は
、
年
金
額
が
調
整
さ
れ
る

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
ー
５
２
１
１
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
ー

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
ー

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
ー
１
１
２
２
）
へ

　

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬
ま
で
の

す
。
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
い
つ
ま
で
も
軽
自
動

車
税
が
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

取
扱
窓
口
は
、
車
の
種
類
や
排
気

量
に
よ
り
別
表
の
通
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
手
続
き
に
必
要
な
も
の
を
事

前
に
確
認
の
上
、
３
月
30
日
㈮
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

車　種 取扱窓口

原動機付自転車
（125cc 以下）
小型特殊自動車

市民税課
☎ 574-6637
岡部税務課
☎ 585-2215
川本税務課
☎ 583-2782
花園税務課
☎ 584-1124

二輪の軽自動車
（125cc超～250cc以下）
二輪の小型自動車
（250cc 超）

埼玉運輸支局熊谷自
動車検査登録事務所
☎ 050-5540-2027

三輪の軽自動車
四輪以上の軽自動車

軽自動車検査協会埼
玉事務所熊谷支所
☎574-1662

平
成
19
年
度　

税
務
諸
証
明
の

交
付
時
期
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
税
務
諸
証
明
に
つ
い
て

は
、
種
類
に
よ
っ
て
交
付
で
き
る
時
期

が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交付時期 主な証明の種類

４月 １ 日㈰～
評価証明書（土地・家屋）、
家屋所在証明書、土地所有
証明書など

５月 １ 日㈫～ 公課証明書（土地・家屋）

５月 10日㈭～

住民税が特別徴収（給与天
引）のかたの課税（所得）
証明書、非課税証明書、住
民税決定証明書など

６月 １ 日㈮～

住民税が普通徴収（個人納
付）のかたの課税（所得）
証明書、非課税証明書、住
民税決定証明書など

問
い
合
わ
せ　
市
民
税
課
（
☎
５
７
４
ー

６
６
３
７
）、
岡
部
税
務
課
（
☎

５
８
５
ー
２
２
１
５
）、
川
本
税
務
課

（
☎
５
８
３
ー
２
７
８
２
）、
花
園
税

務
課
（
☎
５
８
４
ー
１
１
２
４
）
へ

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び
課
税

台
帳
記
載
事
項
の
証
明
書
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
借
地
・
借
家
人
の
か
た

も
、
借
地
・
借
家
に
か
か
る
部
分
に
限

り
、
閲
覧
お
よ
び
証
明
書
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
納
税
義
務
者
の

か
た
に
は
３
月
30
日
㈮
に
課
税
資
産
明

細
書
を
発
送
し
ま
す
。

閲
覧
開
始
日　

４
月
２
日
㈪
〜
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
本
庁
舎
の

み
木
曜
日
は
午
後
７
時
15
分
ま
で
）

閲
覧
場
所　

資
産
税
課
（
た
だ
し
６

月
１
日
㈮
以
降
は
市
民
税
課
）
お

よ
び
各
総
合
支
所
税
務
課

閲
覧
料
金　

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
31

日
㈭
ま
で
は
無
料
（
借
地
・
借
家

人
で
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
有

料
）
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は
有
料

と
な
り
ま
す

閲
覧
で
き
る
か
た　

①
該
当
資
産
の

納
税
義
務
者
お
よ
び
納
税
管
理
人  

②
納
税
義
務
者
か
ら
閲
覧
を
委
任

さ
れ
、
か
つ
委
任
状
を
お
持
ち
の

か
た　

③
借
地
・
借
家
人
の
か
た

な
ど
は
、賃
借
権
な
ど
の
権
利（
対

価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）

を
有
し
、
権
利
関
係
を
示
す
書
類

な
ど
を
お
持
ち
の
か
た

※
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
己

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
市
内
の

他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
を
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
31

日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
本
庁
舎
の
み
木
曜
日
は
午

後
７
時
15
分
ま
で
）

縦
覧
場
所　

資
産
税
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
税
務
課

縦
覧
料
金　

無
料

縦
覧
で
き
る
か
た　
①
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
＝
深
谷
市
の
土
地
の
固
定
資
産

税
納
税
者
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝

深
谷
市
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税

者　

②
納
税
者
か
ら
縦
覧
を
委
任
さ

れ
、
か
つ
委
任
状
を
お
持
ち
の
か
た

※
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
資
産
税
課
（
☎
５
７
４
ー

１
週
間
『
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の

心
の　

注
意
の
火
』
を
全
国
統
一
標

語
と
し
て
、
火
災
予
防
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
空
気

が
乾
燥
し
季
節
風
が
強
く
な
り
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

す
。
昨
年
、
深
谷
市
消
防
本
部
管
内

で
は
、
87
件
の
火
災
が
発
生
し
、
４

人
の
か
た
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
運
動
を
機
に
も
う
一
度
、

家
庭
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
火
災
予

防
の
大
切
さ
を
見
直
し
、
失
火
し
な

い
・
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
山
林
や
河
川

敷
な
ど
で
も
大
火
災
と
な
る
危
険
が

あ
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
機
器
の
悪
質
訪
問
販
売
に

気
を
付
け
て

　

最
近
、
一
般
家
庭
へ
の
消
火
器
・

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
な
訪
問

販
売
事
例
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
防
災
機
器
を
家
庭
に

設
置
す
る
に
は
、
資
格
や
特
別
な
技

術
は
い
り
ま
せ
ん
。
適
正
な
物
を
個

人
で
購
入
し
設
置
し
て
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
訪
問
販
売
の
す
べ
て
が
悪

質
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
害
事
例

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
５
７
１
ー
０
９
１
３
）
へ

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
は
、
旧
市
町
地
区
で

収
集
物
・
曜
日
が
異
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
次
の
通

り
統
一
さ
れ
ま
す
。

曜日 種類
月 ・燃やせるごみ

火 ・燃やせるごみ
・粗大ごみ

水 ・燃やせるごみ
・燃やせないごみ（深谷地区のみ）

木 ・資源物（缶・ビン・ペットボト
ル・新聞・雑誌・段ボール・雑紙）

金
・燃やせるごみ
・燃やせないごみ（岡部・川本・
花園地区のみ）

毎月第３
金曜日 ・有害ごみ

◎
雑
紙
の
収
集
開
始
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
、
木
曜
日
の
資
源
物
収

集
の
日
に
「
雑ざ
つ

紙が
み

」
の
収
集
が
加
わ

り
ま
す
。

雑
紙
と
は
…
お
菓
子
や
食
品
の
入
っ

て
い
た
紙
箱
・
包
装
紙
・
紙
袋
・

封
筒
・
便
せ
ん
・
は
が
き
・
名
刺
・

紙
製
の
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

【
雑
紙
の
出
し
方
】

①
紙
袋
な
ど
に
雑
紙

を
入
れ
、
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
ら
ひ
も
で

し
っ
か
り
と
縛
っ
て

出
す
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
手
提
げ
部
分
は

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

６
６
３
８
）、
岡
部
税
務
課
（
☎

５
８
５
ー
２
２
１
５
）、
川
本
税
務
課

（
☎
５
８
３
ー
２
７
８
２
）、
花
園
税

務
課
（
☎
５
８
４
ー
１
１
２
４
）
へ

市
町
村
交
通
災
害
共
済
の

加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

加
入
資
格　

市
内
に
お
住
ま
い
の
か

た
で
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
か
た
お
よ
び
そ
の

扶
養
家
族
で
修
学
の
た
め
転
出
し

て
い
る
か
た

保
険
料　

大
人
＝
９
０
０
円
、
中
学

生
以
下
＝
５
０
０
円

保
険
期
間　

平
成
19
年
４
月
１
日
㈰

〜
平
成
20
年
３
月
31
日
㈪

申
し
込
み　

郵
便
局
ま
た
は
く
ら
し
い

き
い
き
課
、
各
総
合
支
所
市
民
環
境

課
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
今
月
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き
課

（
☎
５
７
４
ー
６
６
３
３
）
へ

年
金
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

主
な
項
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割

・
離
婚
し
た
場
合
に
は
、
当
事
者
の
合

意
ま
た
は
裁
判
所
の
決
定
が
あ
れ
ば

婚
姻
期
間
に
つ
い
て
の
厚
生
年
金
の

分
割
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

取
っ
て
く
だ
さ
い
）

②
細
か
い
雑
紙
を
使
い
終
わ
っ
た
封

筒
に
入
れ
た
り
、

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

の
大
き
な
紙
に
く

る
ん
だ
り
し
て
、

し
っ
か
り
と
ひ
も

で
縛
っ
て
出
す

③
雑
誌
の
間
に
挟
ん

で
、
し
っ
か
り
と
ひ

も
で
縛
っ
て
出
す

※
雨
天
の
場
合
は
次
の
週
に
出
し
て

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
業
務
係

（
☎
５
７
１
ー
０
７
８
９
）、
岡

部
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
５
ー

２
２
１
３
）、
川
本
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
３
ー
２
７
８
３
）、
花

園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
ー

１
１
２
２
）
へ

「
み
か
え
り
の
松
」

記
念
プ
レ
ー
ト
を
頒
布
し
ま
す

永
く
深
谷
の
ま
ち
の
発
展
を
見

守
っ
て
来
た
み
か
え
り
の
松
は
、
平

成
18
年
２
月
、
枯
死
に
よ
り
惜
し
ま

れ
つ
つ
伐
採
の
や
む
な
き
に
至
り
ま

し
た
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
み
か

え
り
の
松
を
愛
す
る
皆
さ
ん
に
そ
の

一
部
を
所
有
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

み
か
え
り
の
松
の
実
物
の
材
を
使
っ

た
記
念
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

頒
布
数　

２
０
０
枚
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

大
き
さ　

約
10
㎝
角

金
額　

３
０
０
円

※
天
然
材
で
す
の
で
品
質
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

３
月
31

日
㈯
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
返
信

用
あ
て
名
を
記
入
し
、
生
涯
学
習

課
（
〠
３
６
６
ー
０
８
２
３
・
所

在
地
記
入
不
要
・
☎
５
７
２
ー

９
５
８
１
）
へ

・
分
割
割
合
は
婚
姻
期
間
中
の
夫
婦

の
保
険
料
納
付
記
録
の
合
計
の
半

分
を
限
度
と
す
る

・
施
行
日
以
降
に
成
立
し
た
離
婚
が

対
象
だ
が
、
施
行
日
以
前
の
保
険

料
納
付
記
録
も
分
割
対
象
と
す
る

○
高
齢
期
の
遺
族
配
偶
者
に
対
す
る

遺
族
厚
生
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
併
給

・
高
齢
期
（
65
歳
以
降
）
の
遺
族
配
偶

者
（
妻
）
に
対
す
る
年
金
給
付
に
つ

い
て
、
妻
自
身
が
納
め
た
保
険
料
を

で
き
る
だ
け
年
金
給
付
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
妻
自
身
の
老
齢
厚
生
年
金

は
全
額
支
給
し
、
現
行
の
水
準
と
の

差
額
を
遺
族
厚
生
年
金
と
し
て
支
給

す
る
仕
組
み
と
す
る

○
若
齢
期
の
妻
に
対
す
る

遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し

・
18
歳
未
満
の
子
の
な
い
30
歳
未
満

の
妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
に

つ
い
て
は
、
若
年
層
の
雇
用
条
件
の

格
差
が
縮
小
し
て
い
る
動
向
を
踏
ま

え
、
５
年
間
の
有
期
給
付
と
す
る

・
中
高
齢
寡
婦
加
算
に
つ
い
て
は
、

待
機
期
間
を
な
く
し
、
夫
死
亡
時

40
歳
以
上
の
妻
に
支
給
す
る
こ
と

と
す
る

○
65
歳
以
降
の
老
齢
厚
生
年
金
の

繰
り
下
げ
制
度
の
導
入

・
今
後
、
高
齢
期
の
就
労
が
進
ん
で

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
引

退
年
齢
を
自
由
に
選
択
し
、
実
際

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か

り
ま
せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０
ー
９

き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
１

月
の
寄
付
金
は
、
７
件
で
７
８
，

５
３
９
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
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